
 

 

 

 

 

 

  

５月２９日（月）、第１回目の豊岡市小中一貫教育推進協議会を開催しました。本年度の推進

テーマは【小中一貫教育に係る取組の確かな実践】です。 

これまで、小中一貫教育の実施に向けて、各校の校内会議や各中学校区の推進委員会におい

て協議を重ね、準備を整えていただきました。本年度は、 

計画、準備してきたことを確実に実践しながら記録を集 

積し、指導の質の向上に向けて取組を進めていく１年に 

なります。 

 そこで、まず、事務局から本年度の小中一貫教育の推 

進について提案しました。次に、本協議会の座長をお願 

いした関西学院大学大学院教授の佐藤真先生から講義を 

していただきました。タイトルは，「『豊岡こうのとりプ 

ラン』の検証のポイント」です。 

そして、講義の内容と関連づけて一貫ブロックごと 

                  に分散会を行いました。分散会の初めに、評価、改善 

を行うための３つの視点を確認しました。 

  ①子どもにとってどうなのかという視点 

  ②教師の手ごたえはどうなのかという視点 

  ③保護者にとってどう見えているのかという視点 

                   その後、評価、改善に係る演習を行い、評価を行う

際の課題について話し合っていただきました。 

最後に、各一貫ブロックから報告を受けて、佐藤先生に総括助言をいただきました。今回の

協議内容を各校及び一貫ブロックの会議で共有していただき、今後の取組にいかしていただけ

れば幸いです。 
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演劇的手法を取り入れたコミュニケーション教育に係る授業を公開！ 

５月２６日（金）に三方小と城崎中、５月３１日（水） 

に弘道小で、学級担任による演劇的手法を取り入れたコ 

ミュニケーション教育に係る公開授業を行いました。授 

業後には、平田オリザ氏から授業実践をもとにしながら 

「授業のポイントと指導者の役割」についてお話を伺っ 

たり、参加者による意見交流を行ったりしました。 

 


